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祝 卒業・進級 －輝かしい未来へ－ 

 3月 14日（木）、諫早小学校第 77回卒業証書授与式を挙

行いたしました。多くの御来賓、保護者の皆様にご参加いた

だき、厳粛な雰囲気の中、7８名の卒業生が学び舎を後にしま

した。 

式では、一人一人が卒業証書を受け取り、これまでの学校

生活を振り返るとともに、中学校生活への希望を胸に膨らま

せることができました。別れの言葉を聞いていて、胸が熱く

なる思いでした。 

校長式辞では、国語の学習で学んだ金子みずヾさんの詩「私

と小鳥と鈴と」を思い出し、自分らしく、命を輝かせて生きて

欲しいこと、そこには自分を創っていく責任者は自分自身であ

り、しっかり努力を続けてほしいこと等を述べました。 

進学するそれぞれの中学校で、輝く青春の日々が訪れること

を心から祈念しています。『頑張れ、ひあしっ子』 

 

 3月 22日（金）は、令和 5年度の修了式です。学年代表の児童

に、修了証書を手渡し、1年間のがんばりを讃えました。この 1年間を振り返ると、コロナ禍が明

けて、活動の規制が徐々に緩和され、のびのびと学習に臨む子どもたちの姿が戻ってきました。 

 10月 10日後期始業式の日。学校の守

り神「ひあっしー」が子どもたちの前に姿

を現し、子どもたちに 6 つの能力を紹介

してくれました。 

 自立、自律、自他の尊重、自己理解、協

働のためのコミュニ

ケーション、命や自

然など崇高さへの理

解、この 6つの能力

を身に付け、諫早小

が目指す「豊かな子」の育成に繋げていく取組です。上のポスターは、企画委員会が実施してくれ

た「ひあっしポスターーコンテスト」の優秀作品です。身近にひあっしーを感じ、身に付けたい 6

つの能力について理解し、生活や活動を通して、力や心を育てていく取組の第一歩です。 

 次年度は、学校生活全般、教科学習、道徳の時間、特別活動、学校行事等を通じて、その育成に

更に力を入れて取組んでいこうと考えています。保護者の皆様のご協力をお願いします。 

 今年 1年間、諫小教育活動にご支援・ご理解いただきまして、誠にありがとうございました。 
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    学校教育目標   創造的な実践力に富む、心豊かで、たくましい子どもの育成 

 

       

明るく、思いやりのある子 

夢に向かって、自ら学ぶ子 

身体を鍛え、最後までやりぬく子 
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離 任 式 

 春は別れの季節。定期人事異動で、本校を去られる先生方と

のお別れの式を行いました。これまで、諫小の子どもたちを、

優しくご指導いただきました。ありがとうございました。転出

先の学校でも、どうぞお元気で。 

【異動】 

  教頭 安樂智史  → 副校長 御館山小学校へ 

  教諭 草野美智子 → 御館山小学校へ 

  教諭 松本広大  → 佐々小学校へ 

  教諭 峯遼太郎  → 志佐小学校へ 

  講師 原口志保  → 飯盛東小学校へ 

  講師 江口恵美  → 上諫早小学校へ 

  事務職員 木下香里→ 諫早東特別支援学校へ 

【退職】 

  栄養教諭  山口紫 

  特別支援教育補助員  

        藤原真弥 

 

春休みの生活 「学習、生活、健康・安全」 

 ●1年間を振り返り、次の学年への目標を持ち、心の準備をする。 

 ●自主的生活態度により、規則正しく健康で安全な生活をする。 

 ●学習内容を復習し、基礎学力を定着させる。 

 

 ■緊急連絡先■ 

   諫早小学校 ２２－０４９９ 

   教育委員会 学校教育課 ２２－１５００ 

 

 

 

 

 

  

 

学習 

・時間を決めて学習に取組む 

・たくさん本を読む 

・春を感じ、自然に親しむ 

生活 

・早寝早起き朝ご飯、規則正しい生活 

・午前 10時までは友達を誘わない 

 午後 5時までに、帰宅する 

・お金の貸し借り、無駄使いはしない 

・インターネット、ゲームは時間を決めて 

・公園等を荒らさない 

健康 

・うがい、手洗いの徹底 

・場所、時に応じてマスクを着用 

・睡眠、栄養、適度な運動 

 

安全 

・交通安全、交通法規の遵守 

・不審者、不審電話に注意 

・危険な場所や私有地には立ち入らない 

 春休みは、心が弾み、開放的な気分になりがちです。羽目を外さず、社会の規範

に従った行動がとれるようお声かけ下さい。また、新年度に向けて、不安な気持ち

を抱くお子さんもたくさんいるはずです。これからの夢や希望を語り合い、どうぞ

元気づけてあげて下さい。よろしくお願いします。 
 

 


